
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和7年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○児童が楽しい・分かる・できると思う授業の
充実

○「授業づくりのステップ１２３」で、全項目において、ス
テップ３を目指し、特に、「めあて」「話し合い活動」「振り
返り」はステップ３を達成した教員が８５％以上。
〇単元テスト（国算）の知識・技能で平均８５点以上。
〇「タブレットを使うことで、授業が分かるようになった」と
答えた児童の割合が８５％以上。
〇「授業や宿題等でタブレット端末を積極的に活用した」
と答えた教員が８５％以上。
〇読書に親しむことができたと答えた児童が８５％以上。

・教師が「授業づくりのステップ１２３」を意識した授業づくりを心
がける。特に、児童が話し合う必然性が生まれるような問題提
示や発問、場の設定を工夫することで、自分の考えを話すこと
ができる児童が増え、学び合う姿を高めていく。
・教科書を読むことができてはいるが、文章理解の高まりが不
十分なので、キーワードや問われていることを整理したり、図
や表などに書き込みをさせたりする活動を継続していく。
・基本的な知識を定着させるために、タブレットタイム等で復習
をしていく。
・教員のICT研修を年間２回以上実施する。
・毎日の朝読書や図書室のイベント等で、読書に親しむ機会を
設ける。

B

・「授業づくりのステップ１２３」で、全項目において、ステップ３を目指し、特に、
「めあて」「話し合い活動」「振り返り」はステップ３を達成した教員が７５％と下
回ったので、２学期以降はさらに意識して授業に取り組んでいくようにする。
・単元テスト（国算）の知識・技能では、平均85点以上だったのは、国語は4学
年、算数は3学年だった。
・「タブレットを使うことで授業が分かるようになった」と答える児童の割合は94％
と上回った。しかし、「授業や宿題等でタブレット端末を積極的に活用した」と答
えた教員は25％と大きく下回った。夏休みにICT研修会で学んだことを生かした
り、お互いの実践を共有したりしていくようにする。
・読書に親しむことができたと答える児童は90％で上回った。

A

・「授業づくりのステップ１２３」で、全項目において、ステップ３を目指し、特
に、「めあて」「話し合い活動」「振り返り」はステップ３を達成した教員が90％
と上回り、分かる授業作りを実践することができた。
・単元テスト（国算）の知識・技能では、平均85点以上だったのは、国語は6学
年、算数は3学年だった。
・「タブレットを使うことで授業が分かるようになった」と答える児童の割合は
95％と上回った。そして、「授業や宿題等でタブレット端末を積極的に活用し
た」と答えた教員は100％になった。夏休みにICT研修会で学んだことを生か
したり、お互いの実践を共有したりしていった成果だと思う。
・読書に親しむことができたと答える児童は85％だった。また、１学期よりも２
学期の方が全学年読書量が増えた。

A

・学校で朝読書を取り入れたことで、子どもた
ちの読書量が増えたと感じる。今後は家庭で
も読書に取り組むことができるよう働きかけて
いく必要がある。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や正義
感、感動する心など、豊かな心を身に付ける
教育活動

○「なかよしファミリータイムや縦割り掃除で協力し
て活動することができた」と回答をする児童85％以
上。

〇「自分や友達のよいところをみつけて、友達と仲
良くすることができている」と回答をする児童85％以
上。

・学校行事、縦割り活動、委員会活動等の中で、他
者への「思いやり」を意識した取組を行う。

・特別の教科道徳等と関連させた人権集会や総合
的な学習の時間等と関連させた人権・同和教育を実
施する。

A

・縦割り掃除や縦割り遊びでの協力に肯定的な回答をした児童は98.3％だった。
上級生を中心に、異学年の協力が図られ、思いやりの気持ちが育ってきてい
る。
・「自他のよさを見つけて友達と仲良くできている」に肯定的に回答をした児童が
96.5％だった。全校での「ぽかぽカード」の取組みや各学級での特別な教科道徳
等で自他を尊重する心が育まれている。

A

・縦割り掃除や縦割り遊びでの協力に肯定的な回答をした児童は96％％
だった。前回のアンケートより2％下がってはいるが、上級生を中心に、異学
年の協力が図られている。
・「自他のよさを見つけて友達と仲良くできている」に肯定的に回答をした児
童が96％で、昨年度のアンケートより0.2％上回った。全校での「ぽかぽカー
ド」の取組みや各学級での特別な教科道徳等で自他を尊重する心が育まれ
ている。「ぽかぽカード」の取組については、学年間での取り組み方に違いが
あるようなので、今後ますますの充実を図っていきたい。

A

・学校行事、縦割り活動、委員会活動等の中
で、高学年は低学年を意識して、関わりをもっ
ていたと感じる。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取
組の充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめの防止等の
ための取組、事案対処等）について組織的対応がで
きていると回答した教員90％以上

・職員連絡会の際に、気になる児童とその対策につ
いて話し合う機会を設け、いじめの未然防止・早期
発見・早期対応・再発防止に努める。
・心のお天気や生活アンケート等を定期的に実施
し、児童の様子を把握し、いじめの早期発見・早期
対応に努め、情報共有を行う。
・教育相談週間を設定して、児童の理解を深める。

A

・日常での関わりや教育相談週間、個人懇談等で得た児童の気になる行動につ
いて、担任の報告により、全職員で必要事項の情報共有ができ、いじめの未然
防止に繋がっている。また、慎重に対応をすべき児童に関しては、管理職・担
任・養護教諭・スクールカウンセラー等が密に連携を取り、児童や保護者への対
応ができている。
・心のお天気は毎月実施し、心の不調を記入している児童に対しては、担任によ
る個別対応ができている。しかし、正直に記入できない児童については、対応が
不十分な可能性がある。２学期にも教育相談週間を設け、児童が教師に相談し
やすい雰囲気作りをしたり、スクールカウンセラーとの心の授業を設定したいと
考えている。

A

・いじめの防止等について組織的な対応ができていると回答した教員は
100％だった。職員連絡会やQ-U研修会などを通して、学校全体で見守って
いきたい児童の現状を共通理解し、チームで対応策を協議した成果だと考え
る。
・心に不安定さを抱えている児童が、心のお天気に「調子が良い」と回答して
いても、職員全体で継続的な見守りや声掛けをした。教育相談週間は１回の
みの実施となったが、担任等による個別の関わりやスクールカウンセラーと
の面談、心の授業を実施し、児童の心の不調軽減に努めることができた。

A

・学校は、いじめの未然防止・早期発見・早期
対応に努め、子どもたちが安心して学校生活
を送ることができていると感じる。
・心の教育に力を入れていただき、子どもたち
に善悪の正しい判断ができるように指導して
いただいている。

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実現
に向けて意欲的に取り組もうとするための教
育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれていると
思う」と回答した児童生徒90％以上

●「将来の夢や目標を持っている」について肯定的
な回答をした児童生徒80％以上

・行事や学習において、活動を通して達成したいめ
あてを児童と共に決定する。活動後には、めあて達
成に近づいているかのどうかの振り返りを行い、児
童の成長や頑張りを褒めて認める場を設ける。
・上学年では、2分の１成人式や卒業式、ゲスト
ティーチャーによる講話『志教育』の取り組みにおい
て自分の将来について考える機会を設ける。また、
下学年では、どんな自分になりたいのかを道徳や学
活において考える場を設定する。

A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と回答した児童が全学
年８５％以上だった。QU研修会時には、ほめるタイミングやほめ方についても情
報交換ができたので、２学期以降は、全児童が承認されたという実感を味わえ
るように取り組んでいきたい。
・「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回答をした児童は全校で９
２％以上だった。学年差があるので、成長段階に応じた内容の授業や取り組み
を道徳や学活、総合的な学習の時間にしていきたい。

A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と回答した児童が９
２％で上回った。QU研修会で、ほめるタイミングやほめ方についても情報交
換をし、２学期以降は、全児童が承認されたという実感を味わえるような取り
組みを行った成果である。
・「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回答をした児童は全校で
８５％以上だった。学年に応じて、道徳や学活、総合的な学習の時間に取り
組みことができている。

A

・「西小ありがとうさようなら集会」や「６年生を
送る会」を参観して、先生方や子どもたちの素
晴らしいチームワークでの取り組みに感動し
た。

●健康・体つくり

●「運動習慣の改善や定着化」 ●授業以外で運動やスポーツを行う時間が１週間で
４２０分以上の児童生徒６０％以上

・毎週金曜日は全校外遊びの日とし、教師も週に一
度、外に出て児童と一緒に遊ぶ取り組みを継続す
る。

・スポーツ祭りや、マラソン週間等の体を動かすイベ
ントを企画し、児童が運動する機会を設定する。

A

・１学期のふりかえりアンケートにて「体育の授業以外に、１日６０分以上、外で
あそんだり、スポーツをしたりしていますか。」という質問に足して、「毎日してい
る・ときどきしている」と回答した児童が全校の７４％であり、おおむね目標を達
成出来ている。１学期は、夏の猛暑等もあり、外遊びの時間の制限等あったが、
本校児童は社会体育に参加する児童が多く、運動週間の時間が多くなっている
のだと考える。
・今年度は委員会にて「おにごっこ祭り」を計画している。また、マラソン大会や
体力作り週間などのイベントも計画しており、よりいっそう本校児童が運動・ス
ポーツに親しむようにしていきたい。

A

・２学期のふりかえりアンケートにて「体育の授業以外に、１日６０分以上、外
であそんだり、スポーツをしたりしていますか。」という質問に足して、「毎日し
ている・ときどきしている」と回答した児童が全校の８２％であり、１学期よりも
割合が増えている。２学期は委員会活動にておにごっこ祭り等の企画をした
り、各クラスの「クラス遊び」がさかんになったりしたことによるものだと考え
る。
・２学期にて「おにごっこ祭り」や「体力作り週間」「マラソン大会」などの企画を
行い、上記のような効果となった。

A

・外遊びをしている児童の割合が多く、先生方
も一緒に遊んでもらっているので大変良いと
感じる。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の
削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上
限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当たりの年
次休暇の取得日数１４日以上

・定時退勤日を毎週金曜日、第３水曜日と明確に設
定し、意識して実践できるような取組を行う。
・学期毎に学校運営や業務に関する振り返りを行
い、業務の改善、課題の早期解決に努める。 B

・４月は、年度初めでもあり時間外在校時間を４５時間超えた職員の割合が４
０％であった。しかし、それ以降の１学期は０％であった。今後も、業務改善に取
り組み時間外在校時間を減らしていく。
・夏休みまでに１０日以上の年休を取得した職員の割合は６０％であった。今後
も、積極的な年休取得に取り組んでいく。

B

・時間外在校時間は昨年度より減少している。すべての教職員が、業務改善
に取り組み、時間外在校時間を減らそうという意識をもっている。
・年次休暇取得日数の目標14日以上を達成できた職員は６０％であった。今
後も年次休暇が気軽に取得できるような体制づくりを進めていく必要がある。 B

・今年度は閉校行事や引越し作業等で例年と
は違う業務が追加され、多忙になってしまった
のではないかと感じる。

●特別支援教育の充実

○特別な支援を要する児童一人一人に合っ
た合理的配慮を含む具体的な支援の充実

○年度末のアンケートで、「合理的配慮を含む具体
的な支援を行うことができた」と答えた教員８０パー
セント以上。

・個別の教育支援計画・指導計画を作成する意義を
伝え、具体的な書き方の例を提示し、７月の個人懇
談までに作成してもらい、必要に応じてアドバイスを
行う。
・特別支援エリアリーダーを招聘し、合理的配慮を含
む具体的な支援について指導していただく機会を設
定する。

A

・夏休みの研修では特別支援エリアリーダーから合理的配慮を含む具体的な支
援について指導を受けることができた。それをもとに、２学期に向けて個別の指
導計画の見直しを呼びかけることができた。

A

・職員アンケートで「合理的配慮を含む具体的な支援を行うことができた」と
答えた教員は１００％だった。教員の一人ひとりが、合理的配慮を含む具体
的な手立てを考え実行することができた。

A

・特別支援学級の様子や通級指導教室の様
子を参観させていただき、個に応じた指導の
充実を図っていただいていると感じた。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○あいさつレベルアップ

○さわやかあいさつプロジェクト ○「笑顔であいさつ　さわやか西小っ子」の合い言葉
のもと、「自分からすすんで」「笑顔で」「元気な声で」
あいさつができたと振り返る児童の割合80％を目指
す。

・具体的なあいさつのレベル「自分からすすんで」「笑顔で」「元
気な声で」を児童に示し、意識化を図る。生活アンケートにあい
さつについて振り返りをする項目を入れ、実態把握に努める。
さわやかなあいさつができている児童の紹介を生活の話の中
で行う。

A
・生活の話での、あいさつを頑張っている児童の紹介や、運営委員会によるあい
さつ運動などを行うことにより、２度実施した生活アンケートの結果、「よくできた」
「できた」と回答した児童が90％を越えていた。後期は低学年の意識を更に向上
させていきたい。

A
・あいさつをがんばっている児童の紹介や、各学級での担任による指導などを行ったことで、
生活アンケートのあいさつに関する設問において、「よくできた」、「できた」を合わせた回答
の割合、90％を達成することができた。また後期は進んであいさつをする低学年児童を増や
すことができた。

B
・こちらから声掛けをしたときは非常に元気な
挨拶を返してくれる。進んで挨拶ができればよ
いと思うので、引き続き声掛けをお願いした
い。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

●心の教育

中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 白石町立有明西小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・年間通して縦割り活動(縦割りグループ遊び，縦割り掃除)を実施し，異学年との交流を通して相手を思いやる心の育成につながった。有明小学校でも、友達との関係づくりに取り組んでいきたい。
・進んであいさつする児童や元気に外遊びをする児童が増えた。今後も笑顔と活気あふれる学校になるよう取り組んでいきたい。
・児童が主体的に地域と関わっていくことができるように場と機会を保障し、それぞれの活動のねらいを意識した取り組みを実践していきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・「縦割り掃除や縦割り遊び」で、他の学年の友達と協力して活動し、上級生も下級生も互いに相手を思いやる心が育っている。

・「自分から進んで」「笑顔で」「元気な声で」を合言葉に、あいさつができる児童が増えている。今後も、地域でのあいさつができるよう意識づけを図っていく。

・落ち着いた１日をスタートしたり授業に集中したりすることができるように朝読書を取り入れていく。また、基礎基本の学力向上を目指し、タブレット端末を使って、ドリル問題を解く時間を設定したり家庭学習に活用したりして習熟を図っていく。

２　学校教育目標
人との関わりを大切にしながら、よく学びよく遊ぶ、幸せいっぱいの西小っ子をめざして

　　～　トライ＆エラー＆チアー　～

３　本年度の重点目標
　トライ＆エラー＆チアー

①思いやりの心をもってかかわろうとする児童の育成を目指す。　　　②	自ら気付き進んで取り組む児童の育成を目指す。　　　③やる気を持って学び、高め合う児童の育成を目指す。


